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排 水 不 良 田 に お け る転 作 ヒ エ の 栽 培 法

第 1報  導入の意義・青刈稲との比較
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ま え が き (導 入の意義 )

畜産振興を重点指向とする岩手県では,飼料作物への転

作は61¢ の7,596haと 最多を示した。しかし,基盤整備と集

団化が不十分なために畑地化の困難な条件のところが多い。

湛水か,こ れに近い湿潤な状態で栽培可能な作物はきわ

めて限定される。このような条件の転作日では,やむを得

ず青刈稲が導入されている。 53年度におけるその面積は

1,701 haで ,全国で最も多い結果となっている。

青刈稲は生産力も低く,イ モチ病の発生源となる恐れも

あり,実施の確認や農業者の心理問題などから好ましくな

い結果が多く現われている。

岩手県農試では,昭和46年から畑作物である栽培 ヒエの

多湿・湛水適応性に注目し,機械移植栽培法 ,品種,栽培

農家の実態などについて検討を続けている。今回は53年度

の試験結果からえられた知見について報告する。

i試 験 方 法

試験場所 : ① 岩手県立農業試験場県北分場

～灰褐色t壌 壌上型 (沖積層 )

2 耕種概要

1)播種 : 箱育苗～播種期 4月 25日 。播種量～40シ箱

床 播～播種期 4月 25日 。播種量～511γ請

PPバ ラ播～播種期 6月 2日 。播種量～ 20

,4ペ ツト

2)移植 : 機 械 移 植  5月 24ロ

床 播 手 植  5月 24日

PPパ ラ播   6月 16日

3)本田施肥料 (成分協/a)
標肥 N～ 05 P20,～ 05 K20～ 05

多Лtt N～ 08 P205～ 05 K20～ 05

4)除卓 :懲
福後易:}MO粒

剤 ●3協/a

8鷺 撃糖二12回 刈り 笙 6M

③ 機械移植 -1回 刈リー 256株/″

④ ペーパーボツトパラ播き-14鋼×28“ (R-7
使用 )

⑤ 機械移植 ―実取 リー256株ノるf

2試 験 結 果

1 機械移植 -2回 刈り(図 1)
この栽培は生草給与と乾草生産 とを目的に試験 したもの

である。特に留意 したのは育苗法であった。

生

卓
生
産

ｉ
合

計
＾
峰

／
ι

2

鳳鳳鳳,

図 : 2回 刈り栽培の生草総生産量
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箱育首は水稲に準 して行ったが,硬化期間は低温気味に

推移させ,徒長を防止した。

刈取 り収量をみると,第 1回 のlL葉抽出期 (穂學期 )前

刈期でも, 2回 日の初霜前刈取 りにおいても全般的にヒエ

の刈取 り収量が水稲を上まわり1～ 2回 合計で101を越す

生草重となった。

刈取 りは10日 前から田圃の落水を行って,パ イングー刈

りを実施 したが,草丈の高い飛鱒在来でも稗が直立 してい

たので問題なく刈取 りができた。

2 機械移植 -1回 刈り(表 1)
この栽培はサイレージ利用を目的に試験 した。前述の 2

回刈瀬堵 と同様の栽培管理 としたが,飛騨在来は長稗晩生

種のため,倒伏の必配から追肥は実施 しなかった。

表 1 刈取 り時期別収量 (1回 刈り )

品種…飛騨在来 (箱育苗 機械移植 )

メJ取 り時期と収量 との関係は,刈取 り時期が遅いほど当

然多収となるが,成熟期までおくと基部の優化が著 しくな

る。したがって,サィレージ用としての刈取 り期は穂争期

頃が良く,収量も高い上,茎もまだ柔 らかく,水分も70%

位であるからサイレージの調整には好適と思われた。

3 ペーパーボットパラ播き(表 2)
水稲同様のパラ播き栽培で,14"角 ×28“ の新規格

ボットR-7を使用 した場合, 1冊 81Xlボ ットで,35～38

冊が10a分 となり,4,mO円程度の資材費を要する。 しか

し表 1に示すように機械移植に劣らない収量 となる。栽植

密度は″当り15～30株 では∞株が最多収量となった。

表 2 現地試験 (種 市町城内 )機械移植とP P栽培
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トヨニツキ

(機械移植 )

101 1)播 種

箱 育 苗 4月 25日

PP(R7)… 6月 2日

2)移 植

機 械 移 植 5月 23日

P・ P(R-7)… 6月 16日

際 在来は2回メ1り の合

326 63

ササ ミノリ

(機械移植 )

飛 騨 在 来
(機械移植 )

133

(書農↓霜) 785 178

4 機械移植―実取 り

実取 りは無家畜農家で考えられる栽培で,子実収量は a

当り31～ 40″ であった。実取 りの場合は畑作での実取 り用

品種が多収である。

5 採種年次別出芽調査

種子の発芽能力についてみたが,充実 した種子であれば

常温貯蔵で 3年は∞%の発芽率が得られ,種子としての利

用度が高い。

3 ま  と  め

53年の気象は育首から8月 まで,平年に比べて高温 (特

に6月 中旬～ 7月 は異常高温 )で ,9月 _ヒ旬やや低温であ

ったが,その後成熟時まで高温に経過 した。

本年度は好天に恵まれたこともあって全般的に成績は良

好であったが ,本年得られた成果は次のとおりである。

1 トヨニッキ,ササミノリ,ヤマセンラズ等の青刈稲

よりも,青刈ヒエ飛輝在来の収量は乾物重で2～26倍程度

も増収している。

2 青刈を日的とする場合,1回 刈りと2回 刈り利用が

考えられる。 1回 刈りでは,生草重 7～ 8t,乾物重 2～

24tと なり,2回刈りで生草重 9～ 1l t,乾物重 15～ 2

t得 られ,やや乾物重が劣るが,生草重は多いから,用途

によってメ1取 り回数をきめるようにするのが望ましい。

3 水稲に準 した箱育苗・機械移植が容易であり,青刈

りの場合落水ができれば,バィンダー刈りも可能である。

また,水稲同様のベーパーボット育苗のパラ播きも可能で

ある。

4 子実重は10a当 り3∞ ～如

“

が得られるが,こ の場

合は,畑作での実取 り用品種が多収である。一方乾物重で

15t(軽米在来 ), 2～ 3t(飛暉在来 )位のフラも副

産される。

5 サインージ成分はほぼ牧草に近 く良質のものが得ら

れる。

6 充実 した種子であれば,常温貯蔵で少なくとも3カ

年間は発芽率力ЧX下 しないので種子としての利用ができる

長所が認められる。

なお,栽培上の留意事項として

1)箱育苗は水稲に準してよいが高温多湿による過繁茂

に対 し注意する必要がある。

2)水稲に比べると吟ェは苗マントの形成が劣るので,

移植時 ,苗 マット縮少を行うと欠株が少ない。

3)2回 刈りでは, 1回 目の刈取 り後 ,窒素分を成分量

で5～ 8協/10a施用 し再生を促す。

4)サイレージ利用では,水分70%程 に低 け るように,

予乾等の水分調整に留意する。

以 し,転作ヒエの栽培に水稲の機械移植技術を適用 して

省力増収を図る試験成果の一部について報告 した。 ヒエの

飼料作物 としての利用上 ,水稲よリー段と高い省力簡便な

栽培が要請されているので,次年度は更にその面に留意 し

て技術改善にあたりたい。
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